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2008 年  04 月  01 日  

熊野の旅 桜祭り 神川町 
 
全国あちらこちらで『桜祭り』なるものが行われていると思います。 

 この主役の『桜』は結構気まぐれで、祭りの日にちと合わないときもでてきます。

祭りは日曜日と相場が決まっていますし、準備の関係でうんと早くから日にちを決め

るからです。 
 この辺で『桜祭り』でちょいと有名なのが、熊野市内の『神川さくら祭』と奈良県

吉野郡下北山村の『池原さくら祭』です。 
 ともに山間部なので海岸線より一週間ほど遅れて満開を迎えます、そして、予測す

る満開の時期が同じなので、競合することになることが多いのです。 
 地図の上で見ると、熊野の中心部から余り差が無いような山の中、国道１６９号線

の近くということになります。 
 下北山村池原の場合は、本来の国道１６９号線（３０９号併用）の傍にあります。

一応完全 2車線の道路で行けます。奈良、大阪への道中に通る所です。 
 神川町は熊野市内と言え、直通道路は県道で改修工事が半分も出来ていない山岳道

路に成ります。余り気軽に行こうと言う気にならないものです。 
 このように、アクセス面では池原の方に軍配が上がってしまうのですが、熊野市の

人にとっては、神川の方がやはり市内と言う事で親しみがあるようです。 
 アクセス面では軍配が上がり、会場の構造も池原の方が良いのですが・・・難点は、

目の前に巨大な『池原ダム』の堰堤が聳え立っていることです。 
 傍に行けばわかりますがペラペラのコンクリート壁向こう側には膨大な水が入っ

ているのです。地震でも揺ったら…と、心配になることがあります。それがいやで、

そちらには行かないと言う人も結構居るのです。 
まあ、神川も見えていないだけでダムの直下なのですが… 

 
 この『神川さくら祭』も 21回目だそうで、地元の神川町の有志で作る『実行委員
会』のような組織でやっているようです。 
 この神川町も限界集落にこそなっていませんが、過疎・老齢化の極端に進んだとこ

ろです。 
 七色ダムの工事中などは数千人の人口を抱え、映画館や飲み屋まで揃っていたとこ

ろですが、今は 400人余りの人口で、65歳以上のいわゆる老齢化指数とか言う物だ
と、57％にもなるようです。70歳以上でも 49％だそうですから、あと 10年もする
と人口が半減すると言うことですね。つまり、限界集落化するのも時間の問題と言う

ことです。 
 そうしたことから、『さくら祭』を維持することが困難になってきているようです。 
 今年は若い人が協力して開催にこぎつけたようです。その若手の中心の人でも 40
代後半だとか・・・ 

 
 役所などの感覚では、こうしたイベントが、『地域振興に役立つ…』と思っている

ようですが、年に一度のイベントで地域が活性化できれば世話は無いです。 



 地域のリクレーションがせいぜいなのです。 
 その日に、高菜漬けを売ったって、名産那智黒石が売れたって…一晩のおかずの足

しくらいにしかなりません。それに掛ける労力からすれば… 
 いつも言うように、イベントなんてのは主催者の和を保ち、イベントをすること自

体に楽しみを見出すしかない物なのです。 
 昔の村祭と同じことなのです。 

  
 今年の『神川さくら祭』は次の日曜日、4月 6日 10時からだそうです。 
 神川町に入れば賑わっているのはそこだけですからすぐに判ると思います。 
 出し物は『地元婦人会の踊り』（婦人？？？）、『カラオケ大会』、『那智黒石の展示

即売』、隣りの五郷の『アフリカ太鼓』、『草もちの販売』、『プロの歌手のステージ』（多

分紀ノ川良子さん）…色々だそうです。 
 興味のある方は熊野市の神川出張所・電話 0597-82-0001に問い合わせて、お出
かけください。今のうちに見に行かないと、『隠れ里』に咲く桜に成りかねませんか

ら… 

 
 写真は 1988年の桜祭の物です。 
 今年で 21回目と言うことは・・・正規に始まった最初の年ってことでしょうね。 

 

 

 

 

 

2008 年  04 月  02 日  

熊野の旅 人口動態先進地熊野 
 三重県がまとめた２０３０年の人口予測が発表されました。 
 予想通りの数字が出てきました。 
 なにしろ、ここら辺は、人口とか老齢化とかの数字では常に日本の最先端に近い所



を走ってきたところです。 
 日本全体の人口も、すでに減少に入りだし、５０年ほど経つと２割も３割も減ると

言われていますが、ここでは４０年ほど前からコンスタントに減り続けてきました。 
 最初のうちは、若者の流出でした。その、流出する若者自体が居なくなってくると、

年寄りが死ぬことによる、純減が始まって、同じピッチで減り続けています。 
 平成の大合併で行政区画が変わって、山間部や海岸線の過疎の町村が消滅している

ので、発表された数字は随分平均化されていると思います。 
 例えば、熊野市の２０３０年の人口予測は２００５年を１００として、63.2 だそ
うです。1/3以上減少すると言うことです。つまり２１０００人が１３２００人ほど
になるということです。 
 しかし、これを、もし旧紀和町を分離したら・・・旧紀和町の数字はもっと恐ろし

い物になるでしょうね。 
 山間部や海岸線の小さな集落の少ない紀宝町や御浜町は隣接の町なのに、共に８０

台と言う数字になっています。 
 これからしても、町全体がそうした現状の旧紀和町、旧熊野市の旧旧村々はすぐに

限界集落化してくるということだと思います。 

 
 三重県全体でも 89.2で、１割以上の減少が見込まれています。 
 大幅減少が予測されているのは、熊野古道伊勢道の場所と一致してきます。 
 下から順に、南伊勢町・尾鷲市・鳥羽市・熊野市・紀北町・志摩市…となり、三重

県の南部、東紀州と言われる所がずらりと並びます。 

 
 こうした数字が出てこなくても、ある程度は予測できたことです。 
 私は、もう２０年以上前から、『熊野市の人口は１５０００まではコンスタントに

減り続け、一気に１００００くらいまで減ったら一段落するのではないか』と、言っ

て来ました。 
 あくまでも漠然とした物ですが、若い人の減少が子供の減少につながり…という単

純な計算でも導き出されることですからね。 
 だから、『神々の里を神々にお返しする日が遠く無い…』と、書いてきたのです。 
 今回、お役所もそれを裏打ちする数字を出してきました。 
 しかし、その当たり前のことが起きてきているのに、箱物を急速に整備しています。

高速道路も工事しています。固定資産税も下がりません。 
 それが、無駄遣いで無いとおっしゃるのが、選挙民にもてる政治家なんですね。 

 
 まあ、これが現実です。 
 熊野古道を歩かれるなら、今が潮時かもしれません。 
 語り部さん達やボランティアの清掃活動の方たちもそう長くは達者で居られない

でしょうからね。 
 休憩所でお茶のサービスをしてくれるおばあさんたちの方が長生きですが… 
 それに、この２０３０年を過ぎる頃には、今、これを読んでおられる方も、あと２

２歳年をとります。 
 ぜひ、健脚の間においでくださいね。そうでないと、歩ける峠は『松本峠』だけに



なってしまいますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年  04 月  03 日  

熊野の旅 水大師開設１７０年 
 今頃は桜が満開で、花見の人が宴会でもしていると思われる、井戸町の山奥にある

『水大師』が出来て？１７０年目です。 
 記録では天保１０年（1839） 井土山中に水出る 参詣人多し… とあるようで
す。 
 今ではもともとの場所からの湧き水が乏しくなって、少しはなれたところから引い

ているようですが、水は確保されています。 
 場所は山の尾根筋、峠の部分で、余り水が吹き出る場所でも無いので、不思議だと

言うことでありがたがったのか…それとも、今流で言えば新興宗教の教祖様が出来る

ような人が開いたのか・・・ 
 病人にお告げがあり、行ってみると水が沸いていて、そこに篭って沐浴を繰り返し

たら直ったと言う話しらしいです。 



 『水大師』と言うとおり、『水』が主役です。しかし、各地にある『大師』のよう

に『弘法大師』に結びつく物ではなく。『高僧』と言うものらしいです。 

 
ここは 熊野古道の道筋からは離れているので、一般の観光客の方が入る場所では

ありません。 
 井戸川沿いに山に入り、『大馬神社』に行く道を途中から分かれて上った場所です。 
 普通の大きさの車なら入れます。 
 行ったからと言って、小さな参拝所があり、その横に小さな手洗い池に様な物があ

るだけです。 
 そんな場所ですが、今でも民間信仰の対象として大切にされています。 
 多分、人によっては『霊験あらたかな水』になるものと思われます。 
 分かれ道から片道７・８分余分に走るだけです。時間に余裕のある方は廻ってご利

益を頂いてみてください。 
カメラは ツァイス・イコンタ 521/2・テッサー105ｍｍ 
  

 

 

 
 
2008 年  04 月  04 日  

熊野の旅 熊野市金山町 
 
 熊野市金山町（かなやま）は金山（きんざん）では無いのにそう呼ばれています。 
 昔々は『貝の山』『狭の山』（かいのやま）と呼んだそうです。 
 この呼び方は今でも地元の人が時々使うときがありますが、一般的には『金山』で

す。 
 昔、この一体に飢饉や火災など不幸が続いた、寛永１１年（１６３４）に『金も出

ないのに金山と名乗るのが悪いのだ、これからは貝の山とせよ』と、お役人が命じた



と言う記録もあるそうです。 
 それでも、地元では又金山に戻ったとか・・・ 

 
 この金山で、全く金が採れなかったかと言うと、採れたのではないかと言う説もあ

るようです。 
 今も現存する旧家の先祖さんが掘っていたとか、金の採掘跡だと言う穴があるとか

いいますから、ひょっとすると… 
 それに、紀和町の銅山からも近いですからね。 
 まあ、近代採掘に合う様な金鉱ではないことは確かでしょう。 
 資源に乏しい日本列島ですが、こと、金銀に関しては決して乏しかったわけでは無

いですからね。可能性はあるかもしれません。 
 佐渡の金、石見の銀…どちらも世界最大級の鉱山だったのですからね。 
 少々、開発が早すぎて、ただ同様でヨーロッパに流出してしまったようです。 

 
 この『かなやま』は近代において、『金を生む山』と期待されたことが何度もあり

ます。 
 国の先端を行くパイロット事業で作られた『金山パイロット蜜柑園』はみかんによ

って百姓が潤い、みかん狩りによって観光産業が発展する…はずだったのです。 
 南海・高島グループが列島改造論の発想でリゾートホテルを建てたのも、ここ『金

山』の山の上でした。全国から、環境客が押し寄せて…のはずでした。 
 リゾート法なんてのが出来た時には、『ゴルフ場』『滞在型保養施設』が、何十年に

一回くらいしか黒字にならない蜜柑園と廃業して建物すら残らないホテル用地を使

って作られる計画が浮上しました。これも、バブルの波に乗って、ゴルファーが押し

寄せ、都会から何も無い金山に保養客が押し寄せる…はずでした。 
 どれも、金鉱脈並みにお金が沸いてくる計画ばかりですね。 

 
 そして… 
 降って湧いたように決まった、『世界遺産指定』です。 
 バブルがはじけて消えていた保養所計画…「フルーツフラワーパーク」「スポーツ

交流拠点」など色々名前を変えながら裏でうごめいていたものが生き返り、便乗公共

事業で作られています。 
 一部が完成したようですが、地元でも話題になりません。 
 金を産むのではなく、金を埋めるような事業なのは明白なのですが… 
 ものすごく立派なパンフレットが先日新聞に折り込まれてきました。ちゃんと、民

間に見えるような団体をでっち上げたようです。 
 まあ、悪口はやめましょう。 
 中央省庁に比べれば、地方のやることは予算規模に合わせて規模は小さいですから

ね。どうせ、人の金だと思っている連中がやっているのですからそんな物です。 
 しかし、石畳以上に、こんなのはこれから毎年ランニングにずっとお金が垂れ流さ

れるので厄介ですね。 
 皆さんもぜひ熊野まで来て利用してやってください。 



 

                  by je2luz | 2008-04-04 11:36 

 

 

2008 年  04 月  05 日  

熊野の旅 お待ち申し上げております 
 

 

 
 はい、お花見イベント恒例のカラオケステージです。 
 明日が本番、すっかり準備が整っています。 
 無料でプロの歌も聞けます。 
 多分、飛び入りで歌うことも可能だと思います。 
 予告してあった、『神川町さくら祭』の会場です。 

 
 朝から頑張って設営した地元の方たちです。市の職員さんも二名ほど見かけました。 
 顔見知りを含め、やはりお年寄りが多いですね。 



 舞台に案内標識、駐車場にした学校グランドの線引き、出店用の小型テントの設営

と割り振り、地元のおばさんたちのための臨時の炊飯施設の設営…かなり大変な作業

です。 

 
 本番は明日、４月６日です。 
 ほとんど全部整っています。 
 早い時期の予報では『雨』、昨日あたりの予報では『晴れ』、しかし、前日の午後に

様子では天気は『落ち』に向かっています。 
 今夜は、この人たちと。神川のご婦人方は心配で眠れないのではないでしょうか・・・ 
 こんなに頑張って、神川地区上げて皆様をお待ちしているようです。 

 
 桜は満開で、今日あたりから花びらが舞い始めたと言う絶好のタイミングです。 
 人込みがいやなら、近くでいくらでも筵を広げて花見が出来る場所があります。 
 食料と飲み物を会場で確保して、賑わいから逃れると言う手もあります。 
 ただ、ゴミだけはきちんともって帰ってください。 
 今のゴミは山に捨てても腐らないので困ります。 
  

 

 

 


